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ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校

  （
ワ
シ
ン
ト
ン
補
習
授
業
校
）

　

当
校
は
一
九
五
八
年
に
創
立
さ
れ
た
、

世
界
で
も
っ
と
も
歴
史
あ
る
補
習
授
業
校

で
す
。
幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で
七
〇
七

名
が
学
ぶ
大
規
模
校
で
、
二
〇
〇
五
年
に

は
日
本
語
を
継
承
語
と
し
て
学
ぶ
継
承
語

学
校
と
分
か
れ
た
た
め
に
在
籍
者
数
が
四

〇
八
名
に
減
少
し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
五

年
以
降
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
と
い
う
大
都
市

に
は
塾
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
補
習
授
業

校
が
選
ば
れ
続
け
る
の
で
し
ょ
う
？ 

　

そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
日
本
の
代
表
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
行
事
に
参
加
す
る

と
い
う
、
補
習
授
業
校
な
ら
で
は
の
経
験

だ
と
考
え
ま
す
。
毎
年
四
月
最
初
の
土
曜
日

に
開
催
さ
れ
る「
さ
く
ら
祭
り
」。
佐
藤
良

明
校
長
先
生
は
、
今
年
度
か
ら
中
学
三
年

と
高
校
生
を
全
員
参
加
と
し
、
翌
日
曜
日

を
振
替
授
業
日
と
し
ま
し
た
。
前
年
度
か
ら

準
備
を
開
始
し
、展
示
や
日
本
の
伝
統
的
な

遊
び
の
紹
介
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。ほ

か
に
も
正
月
の
新
春
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
、

児
童
生
徒
に
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
、日
本
文
化
に
誇

り
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
も
う
一
つ
の
改
革
に
、
授
業

時
程
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
午

前
二
時
限
、
午
後
四
時
限
で
あ
っ
た
授
業

時
程
を
保
護
者
に
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
し
て
理
解
い
た
だ
き
、
午
前
四
時
限
、

午
後
二
時
限
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
変

更
に
よ
り
放
課
後
に
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を

発
足
さ
せ
、
域
内
の
他
国
（
仏
・
独
・
亜
）

の
補
習
校
と
の
リ
ー
グ
戦
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
琉
球
太
鼓
、
百
人
一

首
、
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
の
活
動
が
あ
り
、

教
室
を
貸
す
こ
と
で
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
漢
字
の
数
が
一
気
に
増
え

る
国
語
科
の
「
三
年
生
の
壁
」
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
、
二
〇
一
四
年
度
よ
り
小
学

三
年
か
ら
五
年
ま
で
、
国
語
科
に
コ
ー
ス

制
を
導
入
し
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー
ス
は
学
習

言
語
と
し
て
の
日
本
語
が
不
十
分
な
子
ど

も
た
ち
が
、
ゆ
っ
く
り
学
ぶ
コ
ー
ス
で
す
。

担
当
の
中
村
慶
子
先
生
に
、
手
づ
く
り
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
べ
る

教
材
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー

ス
に
入
っ
て
も
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
よ

り
し
っ
か
り
行
い
、
差
が
広
が
ら
な
い
よ

う
に
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
と
の
こ
と
で
す
が
、

モ
デ
ル
と
な
り
得
る
取
り
組
み
事
例
だ
と

思
い
ま
す
。
理
科
学
習
で
は
、
理
科
の
専

任
が
平
日
に
事
務
局
で
準
備
し
、
授
業
日

に
担
任
教
師
と
と
も
に
観
察
・
実
験
等
を

実
施
。
ま
た
高
等
部
の
卒
業
生
が
ク
ラ
ス

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
入
る
シ
ス
テ
ム
も
人

気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
学
の
サ
ー
ビ

ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
単
位
に
も
な
り
、
日
本

語
力
の
保
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
保
護
者
を
は
じ
め
と

す
る
豊
富
な
人
的
資
源
を
活
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
日
系
の
大
手
航
空
会
社
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
に
よ
る
講
演
会
や
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博

物
館
で
の
特
別
授
業
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
に
よ
る
演
奏
会
な
ど
、

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

図
書
室
は
借
用
校
の
二
階
建
て
の
建
物
を

ま
る
ご
と
使
っ
た
魅
力
的
な
空
間
で
、
一

万
五
〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
を
誇
り
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
電
子
黒
板
な
ど
す
べ
て
の
機

材
の
使
用
を
許
さ
れ
て
い
る
と
い
う
借
用

校
と
の
関
係
の
良
さ
も
、
教
育
環
境
の
整

備
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
バ
ス
（
Ｏ
Ｈ
）
日
本
語
補
習
校

（
コ
ロ
ン
バ
ス
（
Ｏ
Ｈ
）
補
習
授
業
校
）

　

オ
ハ
イ
オ
州
に
は
五
つ
の
補
習
授
業
校

に
よ
る
「
オ
ハ
イ
オ
州
補
習
校
教
育
改
革

連
絡
会
」
が
あ
り
、
相
互
に
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
よ
り
良
い
補
習
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
当
校
は
、
児
童
生
徒
数

が
そ
の
中
で
最
大
の
約
五
五
〇
人
（
全
米

で
も
九
番
目
の
規
模
）、「
共
に
学
ぶ
心
」

を
教
育
理
念
と
す
る
幼
稚
部
か
ら
高
等
部

ま
で
の
「
保
護
者
立
」
の
学
校
で
す
。

　

保
護
者
か
ら
立
候
補
ま
た
は
推
薦
さ
れ

た
理
事
十
六
名
と
派
遣
教
員
二
名
の
計
十

八
名
で
構
成
さ
れ
る
理
事
会
は
い
わ
ば
教

アメリカの補習授業校　インタビュー調査報告（１）
AG5委員 首都大学東京 国際センター准教授  岡村 郁子

AG5ではダラス補習授業校にご協力いただき、カリキュラムや教員研修プログラムの開発を進め
ることになっています。並行して、アメリカの補習授業校の現状把握とニーズ調査のために当地
の6つの補習授業校を巡り、校長・副校長、運営委員、保護者や生徒の皆様にインタビューを行
いました。ご協力を快諾いただいた学校のうち、ワシントン、コロンバス（OH）、クリーブランド
の各補習授業校を渋谷真樹委員と訪問して参りましたので、報告いたします。



49 月刊 海外子女教育 2017.11

育
委
員
会
の
よ
う
な
組
織
で
、
学
校
の
管

理
・
運
営
、
教
員
採
用
、
教
育
方
針
の
設

定
、
評
価
（
自
己
評
価
）
等
を
担
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
す
べ
て
が

「
教
員
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
、

誰
も
が
す
ぐ
に
授
業
が
で
き
る
状
態
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
授
業
時

数
が
少
な
い
状
況
で
は
、
詰
め
込
み
で
は

な
く
指
導
の
密
度
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
教
員
と
理
事
会
の
協
働
に
よ
り
、

現
在
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
当
校
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
に
、

泊
り
が
け
の
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
す
が
、

引
率
も
保
護
者
が
協
力
す
る
等
、
す
べ
て

の
運
営
に
保
護
者
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
教
員
研
修
の
試
み
と
し
て
特
筆

す
べ
き
な
の
は
現
地
校
に
出
向
い
て
の
教

員
研
修
で
す
。
優
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い

る
現
地
校
の
先
生
の
授
業
に
生
徒
と
し
て

参
加
し
、
自
尊
感
情
を
大
切
に
す
る
指
導

や
対
話
的
で
主
体
的
な
授
業
等
を
体
験
し

て
い
ま
す
。
ま
た
代
講
教
員
を
手
配
す
る

こ
と
で
、
担
任
を
持
つ
教
員
で
も
補
習
授

業
校
内
の
授
業
を
相
互
に
見
学
す
る
機
会

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
子
ど
も
た
ち
が

通
う
現
地
校
の
先
生
方
を
招
待
し
、
書
初

め
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
藤
井
良
一
校
長

先
生
に
よ
る
と
、
中
高
生
対
象
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
補
習
授
業
校
生
も
現
地
校
生
も

約
八
割
が
楽
し
い
と
答
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
交
流
が
奏
功
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ほ
ぼ
九
割
の
児
童
生
徒
が
帰
国
す
る
も

の
の
滞
在
が
長
期
に
な
る
場
合
が
多
い
た

め
、
ク
ラ
ス
内
の
日
本
語
力
に
は
差
が
大

き
く
、
こ
こ
で
も
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
須
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

当
地
に
は
地
方
に
帰
国
す
る
方
も
多
く
、

編
入
学
へ
の
不
安
の
声
（
受
け
入
れ
校
が

限
ら
れ
て
い
る
等
）
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
日
本
語
補
習
校 

（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
補
習
授
業
校
）

　

当
校
は
日
本
か
ら
の
派
遣
教
員
が
い
な

い
小
規
模
校
で
児
童
生
徒
数
は
八
十
七
名
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
校
長
を
務
め
る
斉
藤
美

子
先
生
を
は
じ
め
、
教
員
の
多
く
が
在
校

生
や
卒
業
生
の
保
護
者
で
、
熱
意
を
持
ち

一
丸
と
な
っ
て
教
育
に
当
た
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
補
習
授
業
校
は
赴
任
家
族

が
自
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
学
習
の

た
め
に
設
置
し
た
手
づ
く
り
の
学
校
だ
っ

た
こ
と
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
ま
す
。

　

駐
在
員
家
庭
の
子
ど
も
が
七
割
を
占
め

ま
す
が
、
う
ち
長
期
滞
在
者
が
四
割
、
帰

国
予
定
者
が
三
割
程
度
と
の
こ
と
で
し
た
。

常
駐
の
事
務
局
が
な
く
、
一
年
交
代
の
運

営
委
員
会
が
文
字
通
り
学
校
運
営
の
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幼
児
部
で
は
秋
の
風
物
詩
・
お
月
見
の
テ

ー
マ
学
習
で
す
。
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
た
お
月
見
モ
ビ
ー

ル
を
手
に
浴
衣
や
甚
平
姿
で
記
念
撮
影
を

し
た
後
は
、
保
護
者
お
手
製
の
美
味
し
い

お
団
子
に
大
歓
声
！　

小
学
四
年
の
ク
ラ

ス
で
は
自
作
の
ポ
ス
タ
ー
を
示
し
な
が
ら

発
表
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
撮

影
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
目
標
通
り
に
で
き

た
か
感
想
を
言
い
合
い
ま
す
。
小
学
五
・

六
年
は
合
同
で
十
一
月
の
学
習
発
表
会
の

練
習
中
。
小
学
部
は
低
学
年
で
は
十
名
程

度
で
す
が
、
高
学
年
か
ら
中
等
部
で
は
少

人
数
で
、
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
授
業
を

し
て
い
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
校
の
特
徴
の
一
つ
に
「
国
際
部
」
が

あ
り
ま
す
。
日
本
語
に
興
味
の
あ
る
人
を

対
象
に
、「
国
際
部
Ⅰ
」
で
は
日
本
語
テ
キ

ス
ト
を
使
っ
て
初
歩
を
学
習
、「
国
際
部

Ⅱ
」
で
は
日
本
に
住
ん
だ
経
験
の
あ
る
人

や
学
校
で
日
本
語
を
勉
強
し
た
人
が
集
ま

っ
て
中
学
校
の
教
科
書
で
学
び
、
補
習
授

業
校
の
地
域
貢
献
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
心
な
読
書
指
導
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

蔵
書
数
は
四
〇
〇
〇
冊
に
上
り
、
毎
年
夏

休
み
の
宿
題
と
し
て
全
員
が
読
書
感
想
文

を
書
き
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に
は
青
少
年

読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
学
校
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
永
住
家
庭
の
子
ど
も

も
多
い
の
で
す
が
、
校
長
が
日
本
語
力
を

厳
し
く
見
極
め
、
宿
題
の
確
認
を
は
じ
め

保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
入
学
前
に
誓
約
さ

せ
る
姿
勢
が
、
教
育
レ
ベ
ル
を
保
つ
う
え

で
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

訪
問
を
通
し
て
、
い
く
つ
か
の
共
通
す

る
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。一
つ
は「
全

教
員
が
使
い
や
す
い
教
材
教
具
の
提
供
」。

補
習
授
業
校
の
先
生
は
平
日
に
仕
事
を
持

っ
て
い
る
方
も
多
く
、
授
業
準
備
を
短
時

間
で
効
率
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
づ
く
り
さ
れ
て
い
る
ル
ビ
つ
き
の
教
材

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
は
汎
用
性
の
高
い
も

の
を
提
供
で
き
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
社
会
科
で
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
は
海
外
で
は

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
こ
と
が
多
く
、
豊
富

な
資
料
を
ハ
ン
デ
ィ
に
扱
え
る
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
な
ど
が
有
効
で
し
ょ
う
。
二
つ
目

は
「
無
理
な
く
授
業
を
進
め
る
た
め
の
年

間
計
画
や
指
導
案
の
開
発
」。
限
ら
れ
た
時

間
で
学
ぶ
児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
指
導
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

指
導
案
集
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は「
教
員
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
」。
ど
の
学
校
で
も
教
員
研
修
を
工
夫

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
初
任

者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
映
像
資
料
の
よ
う
な

も
の
へ
の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

学
校
の
現
状
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
に
、
Ａ
Ｇ
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

強
力
に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。


